
い ふ`生心k卜聖締<卜 同ふ

孫ば熊卜や‖貯恩察
米ド、ふ□ふ卜と (Σ IR―冬OG罫 |ば N困OH13鞠尺WO米総逆漁思G∽)担照(トトと(oの )|〇貯留r(メき肝員ゞ浄1食墳ナ合野留雫yFYi「 ふ ゃ 、クふ ぐ に |、 1「 卒 hil外 1∩ ‖,乞 ′

ふ 二

ヽ ト

障ト

米 国

い0楔こ判:二 ,い
,ユ そいく|ふホ|ミFQ楔「貿Jて (3挫迫岬

Q楔卜)円劇ばむやヽ も即1革判ow拘楔
。「留」雑稲

禅思0楔°
1選連〇

=(粥
p逆∞迎崎

Σ∽連壇寺L―I逆蝶巡 |〇〇〇【〈E■)潤ぱ楔終
′

で米Gttt担 |」ミ食いく

遵翌いやR円 0° 対恒迎
「卜J設舗謎終持N終ぐポ
逆く件い出N製巡いゃ

°

,こ 寸D

|トミヽ卜(「)役
°

i卜甲X担ふq
GttE「併震蝉R悶判Qや軍絡

網D楔J対縄D楔
°
]□煮総抑

迎「橿畦嵩淵[逆鰹ドQi)A3N即

伸」判謡耀NヨDW壇 0や
°

生小|トミ|卜 G烈こ担]回牟10

く笹魯柵S盤拶S桶準ミ橘霊営
|

遭担縛型p地街
/樫

遮潮4ポpこ

用ややこ
°「翌起米回Gく09

終こ
°
に約心ややJ° 米<鰹狸

Q(1卜ふ・ くヽド (温)や IW
G時仰I逆 0こ W「 卜` 3コ 対`

G弧鰹国や図送逆連濃翻Dや

こ」対仰酌GG終鰹こ0とこ役
°

生小|トミ|卜志|は担約))NEこ

WこやG牟
°

「卜 3`コ Nヽ恩OWこや

御」
°生小|トミ|卜肥濡GttQ御

SAる役
°
くてヽ ハ/米

□G鰹担
′

回米極G基ぷ製剤や0楔悪困巡

<鮮
°
(亘逆轟憔神ミ楔醇□悶

麟§区D楔こ頭こ終碧<逆鳴

W° 黙米pp緊]ppやこ
°
黙

卜` 3狛 役ヽ
°  (慈終望)

博
田
、
ミ
防

翌

頭

もミ
寧

ｃ
役

６
や
煙
役
型
選

口
や
い
榛
田
や
ミ
や

連
貯
ぐ

′
ｐ
輔
暇
０
余
想
歴
皿
喜
塁
軽
網
く
Ｑ

＝
８
景

句
士
揮
ｐ
煙
＝

「
連
＝
豊

。
捜
い
食
よ

ｐ
８
母
柄
Ｇ
ふ
―
〔

３
日
樋
ほ
ぼ
Ｇ
翠
軸
細
羅

旺
理

′役
句
瑚
時
こ
】
ぺ
型
ｐ
Ｋ
Ｉ
イ
蕊
船
Ｎ

瑠
や
回
引
Ｎ
士
温
Ｇ
駅
匝
＝
姓

′
０
肥
壇
士
魁

】
奴
Ｒ

∞
Ｇ
Щ
∞
で

「
後

（引
本
配
Ｒ
呂
骨
邸

凶
ば
）
悪
士
拙
配
Ｑ
神
株
齢
ヽ
コ
ー
〔
躙
く

く
―
て
輔
岨

慨
国
Ｇ
黙
冊
柵
く

■

と
将
や
や
手
黙
つ
や
来
黙

ｕ
ａ

も
ま
３

ｍ
ぃ

． 哄
ト
ミ
ト
心
生
　
一耐
酬
型

OO頃ギロ
′
卜` 3狛 |ヽぼく媒

思卜` 十トミ・|卜甲K(穏)と旺
′ヽホ鯉Nぷく役玖姓G]□騨

/

11a煙逆こ製
O llll盟

担岳回畑回<
ビゼ照<m(回軸逆翌押)pま

|ばや村蝕いや翌釧 (8)判く【|い

ljAl° l卜甲К迪想卜` 3コハく

鰹9意総るコNttQ楔鯉A3ぃ、

卜や里心ふ佃悶判pttD楔°

控逆く神い|こ

′
1卜 弾К担鮒相や

腱抑日逆緑や縛ぐ逆困革G帥制(

やばtj楔
°
皿,0絵本癌

′
ぐG岳

回口照‖埋
′
利用併 (8)対 |

鯉逆料Fる期役0楔°「業悶辻判

逆栄楔く役
°
ttG担冊担]回利

G田雌G‖饗黙檀」

卜` 3コふ連柾ハふ鯉逆報む

やIttG蝉壮製垣逆側蛋悶笹0
楔は+ヽ程苫摺終回巡軍終き穏

相平贈報Q′ l―Щ逆母回G村隠

N純投hや軍巡N埜押麟Q楔°

0余 D〕 〕)〕 逆*Ψ
′
]回対G駆

巡嵩淵[逆 RへNSや
°

は苫悠体3い判G罹ド駅ぷや

約p枯運徒拒EこⅢEttGI卜 申X
悶
′
鮮鰹判OW粗 0楔 G連 卜`

3コふく還思G□生3徹 。生小

:8をどヽSSFキ是署鷺魯部|

揺密品喜出分登寧岩猛☆拭S畳 |

認
ヾ
面
一
必
，ご
、
い

濃
蝉
珊

〓
く
＝

（堰
相

）
ば
ｈ
ミ
ｈ

ｓ
■
ミ
Ｄ
眠

匝

判

（壌
Ｎ
Ｍ
や
加

回
〓

ｏ
朴
ｐ
緯
鮒

ｚ
＜

山
の
く
Ｇ

田

ト

Ｚ
【工
の
Ｄ
】
く
エ



9P顎もう蝉娯朴
単凹瑠弧連困〇〇∞‖逆

課答神ミ楔様0こ雫Sp
い
°
小とか。ホR甲上終w

郎D楔御卜と同ゃ 連ヽ
/8

貯‖Щ逆ミ回DttQttD

世
°
ヽハふ一ヽ かとN皿日

亜想逆農心詔や緑鮒剤D
W′ こ相

'コ

駄]や再眠神

ミΨこ村い
°
世運熊鰹連

′

岨pⅢEttNOB楔世逆起‖

環E赳逆拙DttD楔
°
亘ぷ

N倒 |ヾ W選瑠いや鮒想配導

廻AJOw/つと

'磁

翠pWJ

やこ性贈逆終GW二相い
°

御ハと同、卜G哺くQ鮮

遥担総峰州終終性博Dやこ

|)判 pぃ。
]К悪峰終爛t

いや慈難逆畑超窓照Gく志

逆選G Ψttt酬符羅測神ミ

相い
°
苫控G嶺ささ悪逆ヽ

いWヽ 卜ヽさ逆棉珊拘くや

)〕 対p鳴§相い
°pD思巡

遭総に相終性贈0やむだ

堅題瑠ⅧG綱郷N駅譜逆

]《蠍響副G′ くヽⅢ卜くN怠

摘剖遭熙穏神ややトロトベ

ふH一ヽてG課也終拒E相 い

Wこ相い
°
御 と`同、卜煙

K卜3かふふH―卜G10
pぃ終

′
軸vQぐ探連同ト

ふ―ハはヽ ふH― 逆ヽ樹回

DWこ桶い
°
翌謎逆起1咽

1翌終鳴や楔Q′ 曜規逆壇
OWttBふ ふふH―卜N卿

いヽや)j判終<Spぃ。

〈卜3小ふ卜H一 起ヽく

廻G選匿割蕊役対謡答いや

くつこ桶い
°
小、そ―ヽ G

卜ヽG逆ヽかと網歴む回9′

く終枢目いマi〕 利逆図謙p
い
°
対性ぷ冊悶巡押ぷこ楔

躍終体トトふと・Кふハ億

一生悶Щ3村ぱ 匂卜と同

ヽ卜連やGゼ照p鳴 3′ <
G棋目Nばむ村やく

°
黙連

同螺 終卦WG鮒日終x卜 |ト

,[ヽ多優)

ｏ
ハ
Ｉ
Ｈ
ふ
ふ
ト
ロ
い
判
弧
瑠
襲
撃

回拶埋韓朴さ《ほ翌慕竪

匡田 翌拒

往童
′
辞壱G‖ k田4逆 lp∬ぷ熊慨ヤ0本こ

桶やく
°御小と同、ふ起

|

艘G極墜p′ 1慨‖¶終半皿

耐還逆慧峰神ミl16い
°

□隠逆Nに神ミ終こ母拐

翌終ま笹神ミ
′
黙則NG組

llllN鮒倉桶い
°
留貯遭韻苫

廻遵逆望0楔十トロXp
起
′
悪峰隅鮒贈輛忍hや迎

側終A」 ,0ミ村い
°
))OAJ判

鮒種餌悶G赳灘ば判DΨ卿

笹ミ楔G終御卜と同ゃ pヽ
Dtt° 回照牟,OG慧料翌終

椛運神ミ楔Gやい
°
く硼G

餓鮒終堰ミNく役)j用逆馬
OW′ 御卜と同ゃ卜Gにぶ

導翌担→昧DttD楔
°

や ふヽ―ヽ 小二余0盟く
p柳ゃ喫 4用弧担

/煮
回選

則G球再神ミ楔口

'留

答p

鞘選G萩熙判やS桶い
°]

□字榊煙p連′御小と同ゃ

連ヽ「選鮮避」判営埜ミV

回1引埋韓朴芯悪忘翌謡郎

E日

ホトК悶迫OWこ村いそ
′

選0剤Wば畑逆棋目OWこ

ゃゃDp起潟3桶ゃtO
m卜 ふ―′、卜くふH一ヽ

連<極終再通D描い
°

llll重

逆控OW彗翠N玉投D′ x
卜(―姿畑胆OWハКI卜く

N耐穐0桶い
°
図淋F)A」

l逆

稲品拘ミ
′
貿鱒r〕 A」逆蝋ゃ

や′ヽく|卜く終鼎く神ミや食
′lti:)0ミ桶やR° や卜GIIて E】 間ヽA3

翌町逆萩縄p拘終vゃ。′

蝋ややふH一 極ヽG「瑠揺J

GttQ逆喘<や同x上終余

余OWO相こ相h°

IJミNぷVttC逆聖期ポ

悶皿V“判役判こ|い維絹ゆ

鳩0相いPD牟0卜 B｀ も

ふH―卜Q<賦担
′
ョ栄lll

Nに口潤置逆肥はいやg怠

や翌轟心逆潟_―相い
°
中卜〕

逆起轟IMHく終還,0約ミW
報9′ 様0こは、f卜 はそ巡

こ相い
°
留せ(逆起]口p

選則トーくそ調|〕 D′ 卸ト

と日ヽ ハG導翌終M撃0相

D楔
°
濃帥N臣鞭0楔]回

くば悪に起
′
堅璽思巡トー

く担駅【N辻ややこ慢母p

潟や利DW翻I姻Nど'00相
0世

°

御卜と同ゃ Gヽ導遵担半

賠逆相p卜捜D′ 堅騨4用巡

トーくと望卜D楔糸逆頭や

ミ相D楔
°
円)N絵御卜と

同、ハてGRX則廷J僧 1)A」

終やV′ にぺ導翌とだⅢEト

N還お稲い
°

|〕い0世モペ

G堰ミ遭望JttN章 0楔 G
終
′田<逆鳴G楔麟高忘G

さ選pO楔°
|〕 G】貯困I

N四判DW′ 御卜と同、ト

G里鯉熙繍担 |□1鰹9牟逆

やS′ 盛謎盟や鮒麗超唱糸
,OX沖瑠SG堅顛瑠巡

`Al翌団N釈尺Wこ刑相い
°

緑糸役。わ対D く墨<
壁村 (回壁《料(苫照)° 肺

展担岬博瑠巡終再経

ミ逆綱郷OWこ桶い
°
鳩相

0型鞘翠贈皿駒瑠駒や判ぷ

t‖様里卜ふ―+N総むW
O相こ相い終

′
JttG環ミ

逆巡ミ悶A_l時対笑|卜 KttК

翠悶騨W」村い
°

堅鰹4瑠巡遭p回。、十いや

緯綻徒鳴9村い
°
判監G相

隠悪t後総思いや同ふふ一
′、卜くp難期N悪艘h“判

糸
′
K卜3卜ふふH―卜p

鳴や御小二日ゃ 利ヽGN還
N約 |い悪卜G“掬やや約

′
綻

【連でVJ相やく
°

部ヽ ハベヽ卜ヽ 生悪に

'I回く昭悪t迪
′
堅四瑠弧G

認に遭0こ W芯賦OWこや
対p蛭 |ヾ0ミ相い

°
]К懸

迫終爛にいや堅廼瑠巡起
′

蝉撃ぎ逆報こWぷ国G卜い

てヽ一二ふH―卜phO

Wこ蜂К
′
ば導G弧避終

軽臣四弧翌把拘郎やや回終

Xや GttpDミ相ゃく
°

(<回牟,0「OQ偽鰹市G
即期導PAJ離即」即判縞0
相い)

9'顎もう蝉抵朴 1坤台

ｏ
ふ
Ｉ
Ｈ
体
ふ
ト
ロ
ト
判
弧
瑠
襲
撃

十
１
ふ
体
足
練
冊
鍾
笞
硬
翠
期
馨

選
耐一
一さ

翌

町

尊
＼
ゝ

禅
に
後
寒
村
悼
総
通
ヽ
や
向
た
か
知



一毎

9'採ある理狐朴
蛙鳩終勺ミ役BGにEN対

ぐヨ0′ 相楔柵樫DWこや

G奈
°
悶米饗掴終約終酬や

やEC蛍想逆担
′
対壇

'則<や勺贈□終ばむくだぼ選

終想欄悶担£
′
ヨ思いやミ

ーミ終太郎やい
°
やG楔£

回W担蛙塩蝉R巫総響理

(○ 口〇∩)や殉刺遇RD
WEビ蛙鳩市鮒 (∽ Zく )

判二10卜込一ヽ い一ミN理

鮒OWこ桃い
° 十回蛙爆G

対坦目悶想lulぃゃ回E鯉封

埋 (OQは )鰹た迎
′∽Z

くNゼ照いWSppぃ。

のZく起困〇〇∞貯
′
畳

tFる 3逆喜担神ミ相0世°

岩のZく轟対E空思椎撃pL―

〇〇狩悶瑠ぱ粥い
°
D糸0

□逆ヽ QW起/SJコ
逆萩控

いやG逆栄悶や 1巡鰹花終

К憲OWこ楔β′
慈<G日

珊却p劇避中約やNナミや′
(1:il

ネこ勲ぞiヽ

ｏ
肥
離
判
眼
語
難
ｍ
Ｇ
論
軽
住
ａ
り

Q世00相い
°
や|〕 pu回

担
′
IttG蝶鳩鰹掴食,0ば

楔問郎翌字
′
N樫餓繁Gく

朴口選翌NWttDW′ コ回

GN期贈梢担0の Z<鰹札

N削避DWこ村い
°

帖様せGの Zく還市G憩

童ヽ逆迎回ヽ 窯せ怠G品慈
p§料拘ミや)JAJ終 1撃盟

やい
°
やい0世「貯巡導柏J

逆女D′ 長Dこ欄尊逆馬0

W瑠 Gヽ翠権聖畑きN黙 )R

Jい Q終「N期も想」pい
°

中19p担選くに組田逆思,マ
′

様OV摂妥口選対や0楔輛

樫則楚
'′

鞘たW千トミQば

JOや勺
/嬰

埋首料]て G低

訳p韓ぐ田相ミ村い
°

Al加逆堅照尊余,OG導担

習連<拘V終 _‐札い
°
子回

p迪させ逆運Ql」ぷ翼神ミ

楔蛙思単卜小XNⅨ富D′

小―御КttGO∩偽終8ざ

恩捜珊謂<朴翌部盟

鈴控 鞭 1

用V響忘D′ OQ偽鮒せp
当ゞ →R避J神ミ相D楔

°

正くGの Zく鰹市N/回
丹Gの Zく Sギロ判絹恵D′

h∽ Zく AlttFる |)判や噂セ

こW判相Dtt° 醤のZく逆

照御Vら のZく担
′
ぐ‖営

II「牟,0型巡くヽ 神ミ机い
°

蟹米漣回ヽ Sp因‖通約卿

ミ相D楔終
′
咽課熙恵G嵩

淵[9型辞GぷRや約
′
E題

t吾尊習ぷ思十どくにS虐くコロぎさく増蚕G」と

ミやさ悪督昧p運3用相ミ

相い
°
やミ担8貯 Fる9逆嵩

J神ミ楔鰹経NGや利
′
苫

樫G鰹品附賦くκp縄縄神

ミ
/8寸

逆困縄X把神ミ楔
「憩還還花G劇鯉逆樫いや

無くた国」逆照御Vさ§翌

ぐG想球pい°

卜
'G判

需p担OQ偽鰹た

N8々円OWN期導製Qm
授N盤掃0村い

°

G縛 10・ )〕

'い
0 ■貯ギ

粥ミ
°
図く世」

°
冊堅担壇

【市岬蛙墨tll′ 翌雄還た

照
ぐ
ｓ
ミ
Щ
斜
通
く
回
′帥
蕊
穐
料
回



号とf(まつ

運
用
会
社
が
銀
行
や
証
券
会

社
を
介
さ
ず
、
顧
客
に
直
接
販

売
す
る

「
直
販
投
信
」
が
活
況

だ
。
投
資
信
託
協
会
に
よ
る
と
、

国
内
株
式
投
信
の
純
資
産
額
は

過
去
１
年
間

で
９
％
減

っ
た

が
、
直
販
投
信
は
２
～
３
割
増

え
た
商
品
も
あ
る
。
中
国
シ
ョ

ッ
ク
や
英
国
の
欧
州
連
合

（
Ｅ

Ｕ
）
離
脱
決
定
な
ど
で
相
場
が

乱
高
下
す
る
な
か
、
小
規
模
な

が
ら
安
定
し
た
実
績
を
出
す
運

用
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

直
販
投
信
は
、
独
立
系
運
用

会
社
で
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
運
用
方

針
か
ら
銘
柄
選
定
、
投
資
家

へ

の
説
明
ま
で
手
掛
け
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
純
資
産
額
は
国
内
株

式
投
信
の
１
％
に
も
満
た
な
い

が
、

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

・
フ
ア

ン
ド

マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
が
多
い
大

手
証
券
や
外
資
系
の
運
用
会
社

に
比
べ
て

「
顔
の
見
え
る
運
用

ス
タ
イ
ル
」
が
持
ち
味
だ
。

こ
う
し
た
姿
勢

へ
の
支
持
は

資
金
流
入
に
表
れ
て
い
る
。
国

内
株
式
投
信
の
純
資
産
額

（７

月
末
時
点
）
が
前
年
同
月
比
９

％
減
の
７６
兆
９
１
６
２
億
円
だ

っ
た
の
に
対
し
、
レ
オ
ス

・
キ

ャ
ピ
タ
ル
ワ
ー
ク
ス
の

「
ひ
ふ

み
投
信
」
は
３
２
０
億
円
と
、

約
３
割
増
え
た
。

レ
オ
ス
の
藤
野
英
人
社
長

・

最
高
投
資
責
任
者
は
外
資
系
運

用
会
社
な
ど
を
経
て
独
立
。
リ

ー
マ
ン

・
シ
ョ
ツ
ク
な
ど
の
逆

境
を
経
験
し
た
が
、
自
ら
投
資

先
候
補
の
企
業
を
訪
問
し
て
割

安
株
に
長
期
投
資
す
る
。
日
経

平
均
株
価
が
７
月
末
ま
で
の
１

年
間
で
２０
％
下
落
す
る
な
か
、

ひ
ふ
み
投
信
の
収
益
率
は
３
％

の
マ
イ
ナ
ス
に
と
ど
ま

っ
た
。

「
コ
モ
ン
ズ
３０
フ
ァ
ン
ド
」

が
分
析
す
る
企
業
の
財
務
情
報

は
過
去
３０
年
分
。
目
先
の
相
場

に

一
喜

一
憂
し
な
い

「集
中
投

資
」
を
売
り
物
に
す
る
。

投
信
評
価
会
社
モ
ー
ニ
ン
グ

ス
タ
ー
の
坂
本
浩
明
氏
は

「
資

金
の
限
ら
れ
た
現
役
世
代
が
、

少
額
投
資
非
課
税
制
度

（
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
）
を
活
用
し
て
直
販
投
信

を
購
入
す
る
例
も
増
え
て
い

る
」
と
話
す
。

「
セ
ゾ
ン
資
産

形
成
の
達
人
フ
ァ
ン
ド
」
を
運

用
す
る
セ
ゾ
ン
投
信
で
は
顧
客

の
約
７
割
が
５０
歳
未
満
。
ま
た

約
３
割
が
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
活
用
し

て
い
る
と
い
う
。

直
販
投
信

に
も
盲
点
は
港

む
。
販
売
会
社
に
支
払
う
手
数

料
な
ど
が
な
く
て
済
む
半
面
、

投
資
家
に
分
配
金
が
出
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。
分
配
金
を
再
投

資
し
て
長
期
運
用
を
優
先
す
る

か
、

「
お
小
遣
い
感
覚
」
で
毎

月
の
受
け
取
り
を
楽
し
み
に
す

る
か
判
断
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ

だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
証
券
で

も
販
売
手
数
料
ゼ

ロ
の
商

品

や
、
動
画
に
よ
る
詳
し
い
解
説

な
ど
が
増
え
て
い
る
。
直
販
投

信
各
社
の
運
用
ス
タ
イ
ル
や
実

績
を
改
め
て
比
較
検
討
す
る
時

期
に
来
て
い
る
。

直販投信に資金流入
主な直販投信の純資産額と特徴

頭
‖ 齢

325億円 国内外のファン ドに幅広
(18%)く 分散投資違ズ考亭ラ雫成のセゾン投信

レオス =キ ャピ  320
タルワークス  (31)

徹底 した事業分析や会社
訪間で、割安銘柄中心に
長期投資

ひふみ投信

結い2101 鎌倉投信
本業を通 じて社会に貢献
する企業を選別。中小型
林が多い

２３９
働

過去30年 の財務情報を
分析 し、30銘柄程度に集
中投資

コモンズ投信

ユニオンファン ド ユニオン投信
労働組合が設立 した公募
型投信。顧害の約 8き」が
積立投資

(注 )7月 末時点。カソコ内は 15年 7月 末比増加率

７６
０

コモンズ30
フアンド

４０
０

波舌跡目場の中、純資産増

ヤ//こ , 日 後
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明
日
香
１５

（東
京
都
国
立
市
）

と
大
人
に
な

っ
て
恥
ず
か
し
い
と
言

わ
れ
る
。
実
際
に
年
上
の
方
と
話
し

た
時
、
言
葉
に
詰
ま
る
こ
と
が
あ

っ

た
。
そ
う
し
た
中
で
も

「や
ば
い
」

は
、
他
の
言
葉
に
置
き
換
え
よ
う
と

す
る
と
難
し
い
こ
と
が
多
い
。

私
は
自
分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
表

現
で
き
な
い
時
に

「や
ば
い
」
と
い

う
言
葉
を
使

っ
て
い
た
よ
う
だ
。
大

人
に
な

っ
て
も

「や
ば
い
」
を
便
い

続
け
る
と
、
本
当
に
伝
え
た
い
こ
と

が
伝
わ
ら
な
く
な
る
。
今
か
ら
で
も

言
棄
遣
い
は
直
し
て
い
き
た
い
。

高
校
生
　
折
原

私
は
中
学
校
の
部
活
動
で
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
や

っ
て
か
ら
野

球
が
好
き
に
な
り
、
球
場
に
も

何
度
か
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
野
球
を
楽
し
む
場

は
活
気
が
あ
り
楽
し
い
の
で
す

が
、
そ
こ
で
も
や
は
リ
マ
ナ
ー

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。

あ
る
プ
ロ
野
球
の
試
合
観
戦

で
近
く

に
座

っ
て

い
た
男
性

が
、
自
分
の
応
援
す
る
チ
ー
ム

の
選

手
が

エ
ラ
ー
を

す
る
と

「２
軍
の
練
習
場
に
行
け
」
、
相

手
チ
ー
ム
の
選
手
が
好
プ
レ
ー

を
す
る
と

「〇
〇
あ
げ
る
か
ら

こ

っ
ち
き
て
」
な
ど
と
大
声
で

言

っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
れ

果
歩
１７

（横
浜
市
戸
塚
区
）

を
聞
い
て
不
快
に
な

っ
た
し
、

周
り
の
人
も
不
快
に
思

っ
て
い

る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
男
性
は

大
声
で
言
う
こ
と
を
楽
し
ん
で

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ

う
い
う
こ
と
を
言
い
た
く
な
る

気
持
ち
も
分
か
り
ま
す
。
し
か

し
周
り
の
人
を
不
快
に
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
い
声
で
言
う
な
ら
誰
も

が
ク
ス
ッ
と
突
え
る
よ
う
な
ウ

イ

ッ
ト
や
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
言

葉
が
必
要
だ
し
、
悪
い
こ
と
な

ら
自
分
に
だ
け
聞
こ
え
る
声
で

言

っ
て
満

足
し

て
ほ
し

い
で

す
。
野
球
観
戦
も
楽
し
み
方
を

考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

就
活
に
ま
で
Ａ
Ｉ
と
は

不
安

大
学
生
　
樋
浦
　
ゆ
り
あ
２０

（神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

社
会
人
の
先
輩
は

「就
活
は

お
見
合
い
」
と
言
い
ま
し
た
。

企
業
が

一
緒
に
働
き
た
い
と
思

え
る
人
物
に
つ
い
て
、
ま
ず
写

真
と
文
章
か
ら
「お
、
い
い
な
」

と
感
じ
面
接
す
る
。
Ａ
Ｉ
に
入

間
の
ヒ
ラ
メ
キ
は
授
か
る
の
で

し

ょ
う
か
。

「将
来
」
を
考
え

る
と
、
気
に
な
り
ま
す
。

２５
日
本
紙

（東
京
本
社
版
）

の
「入
社
選
考
に
も
人
工
知
能
」

を
読
み
ま
し
た
。
私
は
大
学
３

年
生
で
２
０
１
８
年
卒
業
予
定

な
の
で
、
就
活
を
控
え
イ
ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
を
企
業

に
出

し

て
い
ま

す
。
あ
り
の
ま
ま
を
書
い
て
も

な
か
な
か
通
ら
ず
不
合
格
ば
か

り
。
過
去
の
シ
ー
ト
の
記
入
例

を
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
自
己

分
析
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

そ

ん

な
中
、
人

工
知

能

（
Ａ

Ｉ
）
が

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

見
る
と
な
る
と

一
層
不
安
に
な

り
ま
す
。
人
事
担
当
者
の
評
価

の
ば
ら

つ
き

は
減

る

で
し

ょ

う
。
し
か
し
シ
ー
ト
の
記
入
に

画

一
的
な
表
現
が
増
え
、
自
分

ら
し
さ
を
出
し
て
も
過
去
の
採

用
デ
ー
タ
に
反
し
て
い
る
と
は

じ
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

9//」 孝日

「や
ば
い
」を
使
わ
な
い
よ
う
に

中
学
生
　
一Ｐ
塚

テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
父
が

「や
ば

い

っ
て
何
」
と
聞
い
て
き
た
。
番
組

で
看
い
子
が

「こ
れ
や
ば
い
よ
ね
」

と
言

っ
て
い
た
の
だ
。
私
は
よ
く
こ

の
言
葉
を
使
う
た
め
疑
間
に
思
わ
な

か

っ
た
が
、
父
は
良
い
意
味
な
の
か

悪
い
意
味
な
の
か
分
か
ら
な
か

っ
た

よ
う
だ
。
言
わ
れ
て
み
る
と
、
ど
ち

ら
の
場
合
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

私
た
ち
は
最
近
、
目
上
の
方

へ
の

言
葉
遣
い
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
私
も
親
か
ら
、
普
段
か

ら
き
ち
ん
と
し
た
言
葉
を
使
わ
な
い

ん
与

野
球
観
戦
を
楽
し
む
マ
ナ
ー

n4方ヤ日



細つ
く

ヽ
ェ
２

歴
史

一
自
分
の
「
歴
史
」
は

一
好
き
な
よ
う
に
変
え
ら
れ
る

体
史
と
は
、
と
て
も
悩
ま
し

い
も
の
で
す
。
人
を
対
立
さ
せ
、
魅
了
し
、
多
く
の
ロ
マ
ン
を
駆
り

立
て
ま
す
。

時

々
、
ヽ
）
ん
な
想
像
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
〈
「
あ
る
す
べ
て
の
歴
史
が
消
え

て
し
ま

っ

十
ら
ど
う
な
る
か
？

ま
ず
は
歴
史

の
勉
強
は
ほ
と
ん
ど
必
要
が
な
く
な
り
、
今
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
紛
争
は
す
ぐ
に
椰
決

を

し
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。
紛
争

の
原
因
の
多

く
は
歴
史
の
解
釈

の
違

い
な
の
で
す
か
ら
。

ッか
し
、
そ
こ
で
収
ま

っ
た
と
し
て
も
新
た
な
歴
史
が

つ
く
ら
れ
、
再
び
同
じ
状
態

に
一炭
っ
て
し

ま

うヽ
の
で
す
。

あ
る
人
が
こ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
い
ま
し
た
。

英
語
の
ご
り
付ｏ
増

ナ
一は

ョ
∽
∽
一Ｑ
，く
、

っ
ま
り
、
権
力
者
の
つ
く
っ
た

ク物
語
ウ
で
あ
る
と
。

事
実
を
基
盤

に
は
し
て

い
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
こ
に
脚
色
や
演
出
が
あ
る
の
も
当
然

の
こ

と
と

思
っ
て
い
ま
す
。

歴
定
小
説
と

い
う
ジ

ャ
ン
ル
が
あ
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
地
料
を
集
め
て
史
実
を
通

っ
て
　
わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
は
想
像
力
を
駆
使
し
て
い
ま

す
コ歴

史
と
歴
史
小
説

の
逮

い
は
ど
こ
で
し
ょ
う

か
っ

実
は
あ
ま
り
明
快
な
境
界
線
は
存
在
し
な

い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

歴
史
小
説
の
よ
う
な
歴
史
も
あ
り
ま
す
し
、
歴
史
小
説
が
歴
史
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。結

局
、
過
去
の
出
来
事

で
も
現
在
に
生
き
て
い
る
人

々
に
信
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
歴
史
で
は
な

い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
歴
史
は
常
に
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

戦
い
抜

い
て
、
勝
ち
抜
い
て
、
生
き
残

っ
て
い
る
歴
史
も
あ
り
ま
す
し
、
抹
殺
を
さ
れ
な
い
よ
う

に
ひ
っ
そ
り
と
息
を
潜
め
て
い
る
歴
史
も
あ
り
ま
す
。

生
き
残

っ
て
い
る
歴
史
に
は
、
人
の
琴
線
に
触
れ
る
何
か
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

″事
実
は
小
説
よ
り
奇
な
リ
ク
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
想
像
力
を
も

っ
て
し
て
も
事
実

の
重
み
に
は
敵
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
歴
史
の
重
み
と
い
う
表
現
も
あ
り
ま
す
が
、
時
と
し
て
そ
の
重
み
に
苦
し
み
、
耐
え
き
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
陵
間
に
歴
史
は
消
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

個
人
の
歴
史
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

た
く
さ
ん
の

″歴
史
上
の
人
物
ク
の
伝
記
が
残

っ
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
感
動
的
で
す
。

し
か
し
、
歴
史
上
の
人
物
で
あ

っ
て
も
、
そ
う
で
な
い
人
物
で
あ

っ
て
も
日
々
の
暮
ら
し
に
極
端

な
差
が
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

も
し
、
書
か
れ
た
本
人
が
伝
記
を
読
ん
だ
ら
ど
ん
な
感
想
を
述
べ
る
か
と
想
像
を
す
る
と
、
思
わ

ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

歴
史
上
の
人
物
を
物
語
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
実
に
魅
力
的
な
役
者
で
も
あ
り
、
が
た
か
ら
こ
そ
残

っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
歴
史
が
未
来
の
行
動
に
与
え
る
影
響
は
実
に
多
大
で
す
。

人
は
、
自
分
の
信
じ
て
い
る
歴
史
を
基
準
に
行
動
を
決
定
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

自
分
が
行
な

っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
も
、
曰
く
Ｊ
ｒ
ｏ
退

は
価
値
観
と
密
接
に
関
連
を
し
て

い
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
の
歴
史
だ
け
は
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
編
集
を
し
て
脚
色
を
し
て
い
け
る
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
ム
／か
。

歴
史
は
決
し
て
過
去
の
遺
物
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
つ
く
り
続
け
ら
れ
て
い
く
き
わ
め
て
鮮
度

の
高
い
も
の
な
の
で
す
か
ら
。

r立)ヽ なが5鞍 4七 ろ」(イにな夕々)rソ


